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［成果の内容］ 

水産系廃棄物のうち、ホタテ中腸腺やイカ肝臓を原料とする堆肥のカドミウム濃度は、

下水汚泥堆肥や家畜ふん堆肥より高い場合がありました（図 1）。 
北海道において、有機性廃棄物の施用に伴うカドミウムの農地負荷量は年間 3200 kg 程

度であり、道内の農地に均等に負荷されたとすると年間 2.7 g/ha と推定されました（図 2）。
畜産の盛んな熊本県において、家畜ふん堆肥の施用によるカドミウムの農地負荷量は県内

平均で年間 1 g/ha と推定されました。農地負荷量から推定される土壌 Cd 濃度の変化量は、

作土 15 cm（仮比重 1、1 ha あたり 1500 t）とすると 0.7～1.8 μg/kg であり、土壌の Cd
濃度より顕著に小さいことがわかりました。 

有機性廃棄物由来の堆肥を畑地に 5 年間連用したとき、堆肥からのカドミウム負荷量は

収穫によるカドミウムの持ち出し量を上回りました（図 3）。しかし、作物中のカドミウム

濃度は、堆肥無施用の対照区と同程度でした（図 4）。その理由として、堆肥施用による土

壌 pH の上昇および土壌中の有機物量の増加によるカドミウムの不溶化が考えられました。 
このように、通常の堆肥施用に伴うカドミウム負荷量であれば、畑作物中のカドミウム

濃度に影響しないことがわかりました。しかしながら、カドミウムは土壌に蓄積しやすい

ので、カドミウム濃度の高い水産系堆肥の連用については注意が必要です。 
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有機性廃棄物の施用に伴うカドミウムの農地負荷量と 

作物中カドミウム濃度への影響 

［要約］ 

有機性廃棄物の施用により畑地に持ち込まれるカドミウム量（北海道では平均 2.7 g/ha）

は、収穫等で畑地から持ち出されるカドミウム量より多いが、有機性廃棄物を 5 年間連

用した農地でも作物中のカドミウム濃度は増加しませんでした。 

［背景と目的］ 

家畜排泄物等の有機性廃棄物を肥料として利用することは、有機農業の促進、循環型社

会の形成に寄与します。しかし、有機性廃棄物を利用するには、それらに含まれている

有害物質、特にカドミウムの農地土壌への蓄積、さらには作物中のカドミウム濃度への

影響を調べておく必要があります。そこで、有機性廃棄物中のカドミウム濃度と農地還

元量から推定されるカドミウムの負荷量、施用土壌における作物中のカドミウム濃度に

ついて調べました。 
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図１ 有機性廃棄物を原料とする

堆肥中のカドミウム濃度 

水産系廃棄物には、カドミウム濃度

の高いもの（例えば 20 mg/kg 程度

のホタテ中腸腺、イカ肝臓、2 mg/kg

程度のヒトデ）があり、これらを含

む堆肥のカドミウム濃度は高い場

合がありました。その他の有機性廃

棄物堆肥のカドミウム濃度の中央

値は 2 mg/kg 未満であり、濃度の高

い順に、下水汚泥＞鶏ふん＞豚ふん

＞牛ふんという傾向にありました。

図２ 北海道における有機性廃棄物由来のカドミウムの農地還元量 

道内の農地に均等に負荷されたとすると、カドミウム負荷量は年間 2.7 g/ha となり、

収穫等で持ち出されるカドミウム量（0.06～1.1 g/ha）より多いことがわかりました。

図３ 堆肥の連用に伴うカドミ

ウム負荷量と収穫に伴う持ち出

し量の関係（5年間の積算） 

堆肥連用に伴うカドミウム負荷

量は、収穫によるカドミウム持

ち出し量より多い傾向にありま

した。 
 

図４ 堆肥連用区における作物

子実中のカドミウム濃度 

堆肥施用初年目から堆肥連用5

年目のダイズ作まで、どの年度

においても堆肥施用区の作物子

実中カドミウム濃度は対照区と

ほぼ同じでした。 
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